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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

 
黒
潮
町
で
は
、
平
成

２０
年
度
か

ら
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は
】

　
「
町
民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

成
果
が
得
ら
れ
た
か
」、「
目
的
を

ど
れ
だ
け
達
成
で
き
た
か
」
を
、

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
客
観

的
な
視
点
に
よ
り
、
施
策
や
事
業

の
評
価
・
検
証
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
、
予
算
編
成
や
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

　
そ
し
て
、
よ
り
一
層
、
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
運
営
の
展
開
を
図

り
ま
す
。

【
行
政
評
価
の
目
的
】

　
「
人
が
元
気
、
自
然
が
元
気
、

地
域
が
元
気
」
。
こ
れ
は
第
一
次

黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
に
描
か
れ

た
黒
潮
町
の
将
来
像
で
す
。
こ
の

将
来
像
を
町
民
と
行
政
が
協
働
し

て
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
政
評
価
を
行
い

ま
す
。

①
町
民
に
対
す
る
説
明
責
任
の
向

上
を
図
り
、
町
民
と
の
連
携
の

も
と
行
政
を
推
進
す
る
強
い
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
つ
く
り
ま

す
。

②
施
策
の
成
果
と
課
題
を
把
握
し

て
、
的
確
な
改
善
策
を
企
画
立

案
し
ま
す
。

③
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
ま
す
。

【
行
政
評
価
の
進
め
方
】

　
行
政
評
価
は
、
目
標
を
明
確
に

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
黒

潮
町
に
お
い
て
は
、「
人
が
元
気
、

自
然
が
元
気
、
地
域
が
元
気
な
黒

潮
町
」
を
町
の
将
来
像
と
し
、

①
活
力
の
あ
る
産
業
と
交
流
の
ま

ち
づ
く
り

②
思
い
や
り
の
あ
る
健
康
・
医
療
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

③
誇
り
の
も
て
る
教
育
・
文
化
の

ま
ち
づ
く
り

④
自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
ま

ち
づ
く
り

⑤
ふ
れ
あ
い
と
豊
か
で
み
ん
な
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　
以
上
５
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、

２６
の
政
策
、
１
０
２
の
施
策
を
第

一
次
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
で
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
う

ち
、
平
成

２１
年
度
に
実
施
し
た
事

業
の
達
成
状
況
を
具
体
的
・
客
観

的
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
尺

度
を
設
定
し
、
成
果
（
町
民
の
生

活
の
改
善
状
況
）
と
課
題
（
改
善

す
べ
き
問
題
）
の
把
握
と
い
う
視

点
か
ら
、
各
事
業
の
担
当
課
が
評

価
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
評
価
を
町
長
が
、
町
内
各

分
野
か
ら
選
任
さ
れ
た
「
黒
潮
町

振
興
計
画
審
議
会
（
山
闢
宇
治
長

会
長
・
委
員

１６
名
）」
に
報
告
、

併
せ
て
振
興
計
画
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

　
町
長
の
諮
問
を
受
け
た
振
興
計

画
審
議
会
は
、
３
つ
の
部
会
か
ら

な
る
実
施
調
査
委
員
会
を
組
織
し
、

た
だ
い
ま
審
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

第
１
部
会
「
産
業
振
興
」「
参
加

と
協
働
」

第
２
部
会
「
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
充
実
」
「
教
育
・
文
化
の
振
興
」

第
３
部
会
「
基
盤
整
備
」

【
評
価
結
果
の
活
用
】

　
３
つ
の
部
会
の
審
議
を
も
と
に
、

１０
月
末
に
振
興
計
画
審
議
会
が
、

「
第
一
次
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画

の
平
成

２１
年
度
進
捗
状
況
の
答
申

書
」
を
ま
と
め
、
町
長
に
提
出
し

ま
す
。

　
そ
の
答
申
書
を
町
民
へ
の
説
明

責
任
の
向
上
を
図
る
と
い
う
行
政

評
価
の
目
的
達
成
の
た
め
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、

本
庁
お
よ
び
佐
賀
支
所
で
閲
覧
し

ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
実
施
中
の

施
策
や
事
業
の
改
善
を
進
め
、
次

年
度
の
予
算
編
成
や
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
総
務
課 

企
画
振
興
係

蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

　
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
上
林
暁

文
学
館
で
は
、
８
月

１５
日
か
ら
３

月
末
ま
で
企
画
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
上
林
暁
没
後

３０
年
で
あ
り

戦
後

６５
年
と
な
る
今
年
は
、小
説『
秀

夫
君
』を
テ
ー
マ
に
企
画
し
ま
し
た
。

　
主
人
公
の
「
秀
夫
君
」
は
、
戦

争
の
な
い
平
和
な
世
の
中
を
願
い
、

東
京
の
大
学
で
学
び
な
が
ら
も
戦

争
で
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
、

下
田
の
口
に
実
在
し
た
青
年
で
す
。

　
上
林
暁
は
、
脳
溢
血
（
の
う
い

っ
け
つ
）
の
た
め
約

１８
年
間
寝
た

き
り
の
状
態
で
あ
り
、
死
去
す
る

４
日
前
ま
で
妹
の
徳
広
睦
子
さ
ん

の
助
け
を
借
り
て
、
利
き
手
で
は

な
い
左
手
で
書
い
た
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
上
林
暁
】

　
旧
田
ノ
口
村
（
現
下
田
の
口
）

生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
英
文
科

を
卒
業
後
、
改
造
社
社
員
を
経
て

文
筆
へ
の
道
へ
進
む
。
『
聖
ヨ
ハ

ネ
病
院
に
て
』『
春
の
坂
』
な
ど

の
私
小
説
で
知
ら
れ
、
『
ブ
ロ
ン

ズ
の
首
』
で
第
１
回
川
端
康
成
賞

を
受
賞
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

黒
潮
町
の
行
政
評
価
を
実
施
中

上
林
暁
没
後
３０
周
年
特
別
企
画
展

行政評価システムとは…

総合振興計画

Plan（実施計画）

Action（改善） Do（施策実施）

説明責任

町民意向

Check（現状評価）

町
　
　
民
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届出が必要なとき 異動の内容 お持ちになるもの 届出先

お住まいの
市町村役場

第1号被保険者…国民年金加入者　　第2号被保険者…厚生年金や共済年金加入者
第3号被保険者…第2号被保険者の扶養対象配偶者（国民年金加入者）

　
２０
歳
を
迎
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
と
と
も
に
義
務
も
生
ま
れ

ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
「
年
金
な
ん
て
先
の
こ
と
だ
か

ら
関
係
な
い
」
な
ん
て
思
っ
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る

２０
歳
か
ら

６０
歳
ま
で
の
す
べ

て
の
人
が
加
入
し
て
、
や
が
て
誰

に
も
訪
れ
る
老
後
の
所
得
保
障
だ

け
で
な
く
、
障
が
い
や
死
亡
と
い

っ
た
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
私

た
ち
の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で

前
も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合
い
お

互
い
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
し

現
役
世
代
の
負
担
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
基
礎
年
金
の
半
分

は
国
庫
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
た

め
、
現
在

２０
歳
の
方
も
納
付
し
た

保
険
料
以
上
の
年
金
が
受
け
取
れ

ま
す
。
さ
ら
に
賃
金
や
物
価
の
変

動
に
合
わ
せ
て
年
金
額
が
改
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
大
変
有
利
で
す
。

　
た
だ
し
、
加
入
の
手
続
き
や
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、「
あ
の
と
き
に
・
・
・
」

と
後
悔
す
る
前
に
必
ず
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
を
取
り
ま
し
ょ
う
！

（
２０
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金

な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
加

入
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、「
学
生
納
付
特
例
」
や
「
若

年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保
険
料
の

支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
〜
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
方
〜

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要

で
す

　
国
民
年
金
の
届
出
は
加
入
す
る

時
だ
け
で
な
く
、
被
保
険
者
種
別

が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

も
し
、
届
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
受
け

取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構

　
　
幡
多
年
金
事
務
所
　

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

〜
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
〜

◆
保
険
料
の
納
付
方
法
を
変
更
で

き
ま
す
。

・
現
在
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
で
保
険
料
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
、
新
た

に
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る

お
支
払
と
な
る
方
は
、
申
請
に

よ
り
預
貯
金
か
ら
の
口
座
振
替

で
の
お
支
払
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
の
納
付

状
況
か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
変

更
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

・
口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
は
、

被
保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

世
帯
主
、
配
偶
者
な
ど
、
ど
な

た
の
口
座
か
ら
で
も
お
支
払
い

た
だ
け
ま
す
。

◆
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
（
所

得
等
の
申
告
時
）

・
特
別
徴
収
の
場
合
は
被
保
険
者

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
特
別
徴

収
か
ら
口
座
振
替
に
よ
る
お
支

払
に
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、
口

座
の
名
義
人
の
方
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

◆
普
通
徴
収
の
場
合

《
納
付
書
で
の
納
付
》

・
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書

で
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

 
 

現
在
、
納
付
書
が
届
い
て
い

る
方
で
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て

い
る
方
は
、
す
ぐ
に
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
納
付
期
限
を
過

ぎ
る
と
督
促
状
が
届
き
ま
す
。

《
口
座
振
替
で
の
納
付
》

〜
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す
〜

・
ご
指
定
の
金
融
機
関
等
の
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

 
 

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
金

融
機
関
へ
直
接
お
願
い
し
ま
す
。

 （
通
帳
・
届
出
印
が
必
要
で
す
。）

※
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
疑
問
に
思

う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
役
場
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

健
康
福
祉
課 

国
保
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

 
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

２０
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

後
期
高
齢
者
医
療
の
お
知
ら
せ

20歳になったとき
（厚生年金や共済年金加入者を除く。）

第1号被保険者になります。 ●印鑑
（本人自署の場合は不要）

退職したとき
（厚生年金や共済年金加入者の場合）

第2号被保険者から第1号被保険者になりま
す。（第3号被保険者に該当する場合を除く。） ●印鑑

（本人自署の場合は不要）
●年金手帳配偶者に扶養されていたが、配偶者

が厚生年金、共済年金を辞めたとき
第3号被保険者から第1号被保険
者になります。

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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町
で
は
、
浄
化
槽
整
備
事
業
と

し
て
合
併
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る

際
、
申
請
者
に
対
し
事
業
費
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
（
事
前

審
査
が
必
要
で
す
。）

　
平
成

２２
年
度
補
助
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
予
算
額
に
達
し
ま
し
た

の
で
申
請
の
受
付
を
終
了
し
ま
し

た
。

○
浄
化
槽
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

　
本
庁 

住
民
課 

衛
生
セ
ン
タ
ー

　
蕁
４
４
―
１
１
８
５（
直
通
）

　
町
で
は
「
人
権
文
化
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、

今
年
度
も
「
黒
潮
町
人
権
教
育
推

進
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
差
別
の
な
い
明
る
い
黒
潮
町

を
め
ざ
し
て
地
域
ぐ
る
み
の
人
権

教
育
を
推
進
す
る
た
め
人
権
教
育

の
講
座
を
計
画
的
に
実
施
し
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
で

き
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
指
導
者

を
育
成
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
「
黒
潮
町
人
権
教
育
推
進
講

座
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
講
座
内
容
】

【
募
集
人
員
】

　
４０
名（
限
定
）

【
申
込
期
日
】

　
１０
月

１５
日（
金
）ま
で

【
会
場
】

・
黒
潮
町
総
合
セ
ン
タ
ー

・
大
方
あ
か
つ
き
館
　
他

　
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
「
人

権
教
育
・
人
権
啓
発
」
の
取
り
組

み
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
が
、
私

た
ち
が
共
に
生
き
て
い
く
こ
の
黒

潮
町
を
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

あ
た
り
ま
え
に
尊
重
さ
れ
る
、
真

に
「
人
権
文
化
」
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
町
と
す
る
た
め
に
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
２
０
１
０
年
度
「
黒
潮
町
人
権

教
育
推
進
講
座
」
の
詳
し
い
募
集

要
項
お
よ
び
受
講
の
申
し
込
み
な

ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
　
人
権
教
育
係

　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
町
で
は
、
平
成

１８
年
度
か
ら

２２

年
度
に
か
け
「
都
市
再
生
整
備
計

画
事
業
（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
）」
を
活
用
し
て
、
佐
賀
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

（
宅
地
開
発
・
情
報
板
設
置
な
ど
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
で
は
、

事
業
実
施
前
の
計
画
段
階
で
目
標

と
な
る
数
値
指
標
を
設
定
し
、
事

業
最
終
年
度
に
目
標
達
成
を
確
認

す
る
た
め
の
事
後
評
価
を
行
い
、

さ
ら
に
は
事
後
評
価
原
案
を
公
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
後
評
価
に
つ
い
て
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

【
公
表
期
間
】

　
１０
月
１
日（
金
）〜

２９
日（
金
）

【
公
表
方
法
】

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
表
紙
下
段

参
照
）
ま
た
は
佐
賀
支
所
建
設
課

窓
口
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
で
の
閲
覧

※
ご
意
見
は
、
公
表
期
間
内
に
佐

賀
支
所
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
係

で
受
け
付
け
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

建
設
課 

ま
ち
づ
く
り
係

蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業（
佐
賀
地
区
）

事
後
評
価
原
案
の
公
表
に
つ
い
て

「
黒
潮
町
人
権
教
育
推
進
講
座
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

合
併
浄
化
槽
設
置
に
関
す
る
補

助
金
の
受
付
を
終
了
し
ま
し
た

◆
第
１
講
座

　
「
人
権
・
同
和
教
育
入
門
」

　
＊
歴
史
に
つ
い
て
学
ぼ
う

◆
第
２
講
座

　
「
差
別
の
現
状
に
つ
い
て
」

　
＊
差
別
は
今
も
あ
る
の
か
？

◆
第
３
講
座

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
見

つ
め
よ
う
」

　
＊
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ほ
か

◆
第
４
講
座

　
「
み
ん
な
で
守
る
人
権
」

　
＊
人
権
課
題
に
つ
い
て

◆
第
５
講
座

　「
い
ま
、
人
権
は
・
・
・
」

＊
こ
れ
か
ら
、ど
う
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
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当
町
担
当
の
行
政
相
談
員
、
堀

野
登
子
さ
ん
（
入
野
）
が
総
務
省

四
国
行
政
評
価
支
局
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
堀
野
さ
ん
は
、

平
成

１１
年
４
月
か
ら

１１
年
余
り
に

わ
た
っ
て
、
国
や
県
、
町
な
ど
に

対
す
る
苦
情
や
要
望
の
解
決
に
尽

力
し
た
功
績
に
対
し
て
表
彰
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
は
、
９
月

１０
日（
金
）に

四
万
十
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
行
政
相
談
員
お

よ
び
市
町
村
行
政
相
談
連
絡
担
当

者
地
区
別
会
議
の
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

行
政
人
事
係

蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

　
町
で
は
、
平
成

２３
年
４
月
の
『
黒

潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
本
サ
ー

ビ
ス
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、

加
入
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

８
月

１９
日
に
『
加
入
申
込
書
』
を

全
戸
配
布
し
ま
し
た
の
で
、
加
入

を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
要
事
項
を

記
入
、
捺
印
の
う
え
、
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
（
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。）

◆
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

　
４
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
状
況
に
応

じ
た
コ
ー
ス
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

Ａ
コ
ー
ス
（
１
０
５
０
円
／
月
）

　
テ
レ
ビ
放
送
・
告
知
放
送

Ｂ
コ
ー
ス
（
４
２
０
０
円
／
月
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
・
告
知
放
送

Ｃ
コ
ー
ス
（
５
２
５
０
円
／
月
）

　
テ
レ
ビ
放
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
・
告
知
放
送

Ｄ
コ
ー
ス
（
無
料
）

　
告
知
放
送
の
み

◆
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
の
流
れ

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

総
務
課 

情
報
推
進
係

　
蕁
４
３
―
２
１
８
８（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

堀
野
登
子
さ
ん
（
行
政
相
談
員
）
が

四
国
行
政
評
価
支
局
長
表
彰
を
受
賞

『
黒
潮
町
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』

　
加
入
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

た
か

こ

　
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と

し
て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
た

「
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
」

の
助
成
金
に
よ
り
、
エ
ス
テ
ィ
マ

Ｈ
Ｂ 

Ｘ
を
購
入
し
ま
し
た
。

児
童
館
の
運
営
に
大
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
４
月
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
、
黒

潮
町
立
大
方
児
童
館
で
行
わ
れ
て

い
る
各
種
事
業
に
幅
広
く
活
用
さ

れ
、
児
童
館
運
営
に
役
立
っ
て
お

り
ま
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業

と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
と
健
全
な
発
展
が
図
ら
れ
る
よ

う
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
分
地
区
・
早
咲
地
区
・
芝
地
区

伝
統
芸
能
備
品
な
ど
を
購
入

　
各
地
区
と
も
、
地
元
住
民
に
よ

っ
て
代
々
継
承
し
て
き
た
祭
り
を
、

今
後
も
引
き
続
き
開
催
で
き
る
よ

う
に
必
要
な
備
品
を
購
入
し
ま
し

た
。 平

成
２２
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

平
成
２２
年
度
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
助
成
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

芝地区では、袢天や着
天、長胴太鼓、締太鼓
などを購入しました。

早咲地区では、法被や
胸当、提灯、祭うちわ
などを購入しました。

町分地区では、法被や
獅子頭、天狗面、太鼓
などを購入しました。

共生のまちづくり助成事業で購入した
エスティマＨＢ Ｘ。

①
加
入
申
込
書
の
提
出

　
申
込
書
に
ご
記
入
ご
捺
印
の

う
え
、
担
当
係
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
希
望
す
る
コ
ー
ス

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。）

②
引
込
工
事
の
施
工

　
電
柱
か
ら
軒
下
ま
で
光
ケ
ー

ブ
ル
を
引
き
込
み
、
受
信
機
器

を
設
置
し
ま
す
。

⑤
本
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
本
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成

２３
年
４
月
予
定

④
試
験
放
送
開
始

　
光
ケ
ー
ブ
ル
工
事
完
了
後
、試

験
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

※
平
成

２３
年
１
月
予
定

（
工
事
完
了
地
区
か
ら
順
次
開
始

し
ま
す
。）

③
宅
内
工
事
の
施
工

　
受
信
機
器
か
ら
各
受
信
機
、配

線
な
ど
の
宅
内
工
事
を
行
い
ま
す
。

※
受
信
機
器
ま
で
の
工
事
費
は
町

が
負
担
し
ま
す
が
、そ
れ
以
外

の
宅
内
工
事（
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の

配
線
、Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
の
配
線

な
ど
）は
加
入
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

申
込
書
の
書
き
方
や
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
な
ど
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


